○○自治会規約

第1条　本会は、○○自治会と称し、事務所は丸亀市○○町○○番地に置く。（又は「本会の会長の自宅に置く。」）

第2条　本会の区域は、次に掲げるとおりとする。

　丸亀市○○町○○番地、同所○○番地から○○番地まで

第3条　前条に定める区域に住所を有するものは、すべて本会の会員となることができる。

2　本会は、第４条に定める目的に賛同し、入会するものを会員とする。

3　本会は、前２項の規定に該当するものから会員となることの請求があったときは、正当な理由がない限り、これを拒んではならない。

4　会員は、次の各号の一に該当したときは、その資格を失う。

(1)　本人が退会の申出をしたとき。

　(2)　死亡したとき。

　(3)　自治会の区域外に転出したとき。

第4条　本会は、会員相互の親睦と福祉の増進に努めることを目的とする。

第5条　本会は、前条の目的のために、その区域内において、次に掲げる事業を行う。

(1)　広報及び広聴に関すること。

　(2)　環境保全に関すること。

　(3)　衛生改善に関すること。

　(4)　交通安全に関すること。

　(5)　防犯・防火に関すること。

　(6)　自主防災組織に関すること。

　(7)　教養の向上、レクリェーションの充実に関すること。

　(8)　婦人会・子供会等の活動に関すること。

　(9)　丸亀市から委嘱を受けた事項に関すること。

　(10)　本会の財産の管理・運営に関すること。

　(11)　その他区域内の生活向上に関すること。

第6条　本会に次の役員を置く。

　会　長　１人

　副会長　○人

　会　計　１人

　監　事　１人

2　会長は、会務を総理し、本会を代表する。

3　副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときにはその職務を代行する。

4　会計は、会計事務を処理する。

5　監事は、会計事務を監査する。

第7条　役員は、総会において選任する。

2　役員の任期は、○年とする。ただし、再任を妨げない。

3　補欠で就任した役員の任期は、前任者の残任期間とする。

第8条　本会に、必要に応じて班を置くことができ、班長を置く。

2　班長は、会長との緊密な連絡のもとに、班の事務を処理し、班を代表する。

3　班長は、当該班の会員が選任する。

第9条　総会は、毎年１回以上開催する。ただし、会長が必要と認めたときは、臨時に総会を開催することができる。

2　総会の招集は、その目的事項を記載した回覧により、総会の日の５日前までに会員に周知するものとする。

3　総会に付議する事項は、次のとおりとする。

(1)　予算及び決算の認定

　(2)　事業計画及び事業報告の承認

　(3)　役員の選任

　(4)　規約の変更

　(5)　以上のほか、会長が特に必要と認めた事項

4　総会の議長は、その総会において出席会員の中から選出する。
5　総会は、会員が所属する世帯（以下、「会員世帯」という）数の過半数の出席がなければ開会することができない。ただし、会員が総会に出席できない場合、あらかじめ通知された事項について書面をもって表決した会員または表決を委任した会員は出席したものとみなす。
6　総会における会員の表決権は、１会員世帯当たり１票とする。ただし、その会員世帯に属する各会員の表決権は、その所属する世帯の会員数分の１票とする。

7　総会の議案は、この規約に定めるもののほか、出席した会員世帯の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決する。ただし、規約を変更するときは、会員世帯総数の４分の３以上の同意を得なければならない。

8　総会の議事は、次の事項を記載し、かつ、議長及びその会議において選出された会議録署名人２人以上が署名押印した会議録により記録するものとする。

(1)　会議の日時及び場所

(2)　会員世帯の現在数及び総会に出席した会員世帯数（書面表決者、表決委任者を含む。）の数

(3)　議決事項及び議事経過

　(4)　その他議長が必要と認めた事項

第10条　役員会は、会長が必要と認めたときに、会長が召集する。

2　役員会に付議する事項は、次のとおりとする。

(1)　総会に付議する事項

　(2)　本会の運営に関する事項

　(3)　その他会長が必要と認めた事項

第11条　本会の資産は、基本財産及び運用財産とする。

2　基本財産は保有（又は「保有予定」）財産目録記載の財産のうち不動産とし、運用財産は基本財産以外の財産とする。

3　前項の規定にかかわらず、総会の議決により、基本財産を追加することができる。

4　基本財産は、会長が管理し、その管理方法は総会で定める。

5　基本財産を処分し、又は担保に供するときは、総会の議決を経なければならない。

第12条　本会の経費は、運用財産をもって支弁する。

第13条　本会は、総会の議決により、特定の目的のために特別会計を設けることができる。

第14条　本会の会計年度は、毎年４月１日から翌年３月３１日までとする。

第15条　本会は、総会において会員の４分の３以上の同意を得、かつ、丸亀市長の認可があったときに解散する。

2　解散のときに存する残余財産は、当該解散を議決する総会において決定する処分方法により処分するものとする。

附　則

この規約は、地縁による団体として丸亀市長の認可を受けた日から施行する。
●年度途中において法人化するときの附則は、次のようになる。

附　則

1　この規約は、地縁による団体として丸亀市長の認可を受けた日（以下「施行日」という。）から施行する。

2　令和○年度に選任される役員は、任意団体であった○○自治会の令和○年度通常総会（以下「旧自治会総会」という。）において選任された役員が、前項の認可を受けた○○自治会（以下「新自治会」という。）の役員として引き続いてその職務を行うものとし、その任期は、令和○年３月３１日とする。

3　令和○年度の事業計画及び予算は、旧自治会総会において決定されたものを、施行日以後について新自治会のものとして引き継ぐものとする。
